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／
人
口
と
世
帯

、
 

/
 

、
 

10月31日現在 	前月比 

世帯数 3,902世帯 ＋ 3 

人 口 14,322人 -20 

男 6,889人 一 9 

女 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
 

日
曜
営
業
案
内

マ
1
1月
4
日
 
第
一
日
曜目

飯
塚
商
店
 
5
21
5
5
5
5
 

マ
1
1月
1
1日
 
第
一一
日曜
日

三
上
石
油
 5
21
2
3
7
0
 

マ
1
1月
1
8日
 
第
三
日
曜日

吉
万
石
油
 5
31
2
5
3
4
 

▼
1
1月
2
5日
 
第
四
日曜
日

黒
川
石
油
 
5
31
2
7
3
2
 

昭和59年11月号（第223号） 

鳴
戸
橋
が
完
成
襲
 

親
子
三
代
で
渡
り
初
め
 

の
日
行
わ
れ
た
渡
り
初
め
に
は
、
 

森
田
稔
夫
五
所
川
原
市
長
、
古

川
竹
夫
町
長
を
は
じ
め
、
蒔
田

の
白
川
重
一
さ
ん
、
五
所
川
原

の
開
米
忠
造
さ
ん
の
親
子
三
代

が
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
左
岸
の
藻

川
か
ら
右
岸
ま
で
神
主
を
先
頭

に
渡
り
ま
し
た
。
 

旧
十
川
に
架
か
る
も
と
の
橋

は
、
木
橋
で
老
朽
化
が
激
し
く

大
型
車
な
ど
を
通
行
止
め
に
し

て
い
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
四

年
に
新
鳴
戸
橋
建
設
に
着
手
。
 

総
工
費
六
億
七
千
六
百
万
円
、
 

六
年
を
要
し
て
完
成
し
ま
し
た
。
 

新
し
い
鳴
戸
橋
の
完
成
に
よ

り
、
蒔
田
、
藻
川
両
地
区
は
も

と
よ
り
、
ニ
つ
の
市
町
を
結
ぷ

生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
、
森
田
、
古
川

両
首
長
も
大
喜
び
し
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
こ
の
あ
と
、
中
央
公

民
館
に
場
所
を
移
し
、
工
事
関

係
者
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し

て
工
事
竣
工
式
典
が
催
さ
れ
、
 

鳴
戸
橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

勧
請
四
百
五
十
年
を
迎
え
た

金
木
八
幡
宮
で
、
さ
る
十
月
一
一

十
三
日
、
総
代
ら
約
四
十
人
が

出
席
し
て
、
記
念
顕
彰
碑
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
、
大
祭
に
終
止

符
を
う
ち
ま
し
た
。
 

神
事
の
あ
と
、
除
幕
さ
れ
た

顕
彰
碑
は
、
岩
木
山
麓
の
自
然

石
二
基
を
土
台
に
縦
約
ー
メ
ー
 

ト
ル
二
十
セ
ン
チ
、
横
約
ニ
メ
 

ー
ト
ル
の
黒
み
か
げ
石
で
、「寓

緑
や
神
鎮
も
り
て
選
か
な
る
」
 

と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
日
は
、
歴
代
宮

司
の
名
が
ず
ら
り
と
刻
ら
れ
た

も
つ
ーつ
の
顕
彰
碑
も
披
露
さ
れ
、
 

金
木
営
林
署
か
ら
払
い
下
げ
ら

れ
た
ヒ
バ
材
で
作
っ
た
鳥
居
の

完
成
も
合
わ
せ
て
祝
い
、四
百
五

十
年
大
祭
事
業
を
終
え
ま
し
た
。
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金
木
町
と
五
所
川
原
市
藻
川

地
区
を
結
ぶ
県
道
蒔
田
ー
五
所

川
原
線
に
新
し
い
鳴
戸
橋
が
完

成
し
、
さ
る
十
月
六
日
、
渡
り

初
め
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
中
央
 

公
民
館
で
は
竣
L
式
が
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

新
し
い
橋
は
、
全
長
百
八
十

八
・
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
八
メ
 

ー
ト
ル
の
モ
ダ
ン
な
橋
で
、
こ
 

顕彰碑除幕で 
大祭に終止符 

ー 町のため 自分のためにも正しい選挙 金小 6年 荒関 暁子 ー 



・

ー

フ
ミ
ェ
（
葉
た
ば
 

こ
）
 

。
農
産
物
利
用
コ

ン
ク
ー
ル
 

▼
奨
励
賞
廿
外
崎

信
夫
（
大
豆
の
天

ぷ
ら
）
加
藤
干
枝
 

（早
漬
た
く
あ
ん
）
 

工
藤
雪
子
（
か
ぼ

ち
ゃ
ク
ラ
ッ
カ
ー
）
 

徳
田
静
子

（
米
粉

の
む
し
バ
ン
）
加

藤
礼
子

（か
ぽ
ち

ゃ
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
 

「
第
1
0回
町
民
文
化
祭

J
 

r
第
4
回
産
業

ま
つ
り
L
 

昨
年
上

回
る
六
千
人
 

一
方
ト
レ
ー
ニ
 

●
●
”
U
 

連
合
婦
人
会
食
堂
 

ー
 

一
 ．
 

ー
‘
 
．
 
．
・
 

‘
 
!
 

,
 

は
大
入
り
満
員
。
 
■
 

》
 

十
一
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で

の
」
百
間
、
第
十
回
町
民
文
化

祭
と
第
四
回
産
業
ま
つ
り
が
、
 

中
央
公
民
館
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
、
昨
年
を
上
回
る
延
約
六

千
人
の
町
民
で
賑
い
ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
は
、
児
童
生

徒
に
よ
る
学
芸
発
表
会
が
催
さ
 

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
習
字
、
図
画

を
は
じ
め
農
産
物

の
展
示
や
米
質
鑑

定
競
技
、
も
ち
つ

き
大
会
、
仔
豚
大

レ
ー
ス
な
ど
も
催

さ
れ
、
親
子
で
楽
 

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
三
日
の

文
化
の
日
に
は
、
 
 

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
作
品
に
見
入

る
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し

た
。
 

入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
 

＠
将
棋
大
会
 

マ
小
学
校
の
部
I
①
斉
藤
大
啓
 

（金
小
四
）
②
松
川
知
道
③
沢

田
渉
、
沢
田
貴
弘
（
以
上
嘉
小
 
 対

馬
篤
③
桜
庭
日
出
男
、
蝦
名

健
治
。
 

⑨
書
道
・
金
賞
I
徳
田
貢
、
杉

山
圭
子
、
藤
田
明
子
（
以
上
金

小

一
）
古
川
鈴
子
、
白
川
通
子
 

（以
上
金
小
二
）
外
崎
時
子

一

喜
小
二
）
加
藤
千
里
、
久
保
田

真
、
金
本
牧
子

（
以
上
金
小三
』
 

加
藤
五
月
（
金
小
四
）
小
松
健

春

（
嘉
小
四）
今
麗
子
（
喜
小

四
）
泉
谷
寿
美
子

（川
小
五
）
 

松
川
喜
代
子

（
嘉小
五
）
小
野

真
由
美
（
喜
小
五
）
延
里
美
奈
、
 

角
田
多
佳
子

（以
上
金
小
六
）
 

吉
崎
奈
々
子

（
嘉
小六
）
白
川

歌
織
（
金
中

一
）
原
田
雅
子
（
 

金
中
ニ
）
岡
田
千
賀

（
南中
三
）
 

＠
図
画
、
金
賞
I
吉
田
寿
志

（
 

金
小

一
）
原
田
さ
と
こ
（
川
小

一
）
や
な
ぎ
や
の
り
ひ
と
（
喜

小
一
）
前
田
国
心
、
秋
元
浩
樹
 

（以
上
金
小
二
）
古
川
大
晴

（
 

喜
小
二
）
葛
西
武
士
、
唐
牛
武

志
（
以
上
金
小
三
）
桑
田
朋
枝

喜
小
三
）
山
田
真
由
美
（
金
 

小

泉
谷
武
志

（川
小
四
）
 

大
橋
晴
美
（
喜
小
四
）
白
川
瑞

子

（金
小
五
）
其
田
昌
桂
（
川
 

小

山
中

】
孝
（
嘉小
五
）
 

山
中
貴
美
子
（
金
小
六
）
秋
元

文
子
（
川
小
六
）
広
瀬
勝
（
嘉
 

小

田
中
琴
音

（
金
中
一
）
 

梶
浦
靖
子
（
金
中
二
）
松
川
佳
 
 澄

（
南
中
三
）
 

＠
工
作

・
金
賞
I
葛
西
武
士

（
 

金
小
三
）
斉
藤
大
啓
（
金
小
四
）
 

白
川
こ
ず
枝

（金
小
六
）
 

O
農
林
産
物
品
評
会
・
金
賞
I
 

沢
田
政
孝

（玄
米
）
東
町
営
農

組
合
（
大
豆
）
泉
谷
セ
ツ
（
ご

寧
っ
）
其
田
秀
幸

（
大根
）
泉

谷
タ
マ
エ
、
ニ
ン
ニ
ク
）
鈴
木
 

か
＆
 

一
 
 

ー
キ
ー
町
長
賞
）
其
田
文
子

（
 

米
う
ど
ん
）
白
川
キ
ョ
（
鯨
も

ち
）
泉
谷
タ
マ
エ
（
に
ん
に
く

の
し
そ
潰
）
吉
田
ツ
エ

（
なす

の
も
ろ
み
漬
）
斉
藤
テ
ツ
エ
（
 

き
ゆ
う
り
の
か
す
潰
）
▼
ふ
る

さ
と
賞
I
秋
元
ミ
ョ
（
五
色
お

は
ぎ
I
協
議
会
長
賞
）
斉
藤
テ

ツ
エ

（ほ
っ
け
の
す
り
み
巻
き
）
 

秋
元
ト
シ

（き
な
粉
巻
き
）
工

藤
セ
チ
（
ぶ
ど
う
ジ
ャ
ム
）
泉

谷
カ
チ
子

（
大根
葉
の
そ
ぽ
ろ
）
 

徳
川
照

（
よう
し
）
泉
谷
カ
ツ

ノ
（
か
す
潰
）
宮
崎
ヤ
ェ
（
み

そ
漬
）
大
橋
ト
ミ
エ

（
もち
）
 

白
川
キ
ョ

（
ポテ
ト
チ
ッ
プ
ス
）
 

▼
努
力
賞

ー
八
幡
よ
し

（梅
ド
 

ー
ナ
ツ
）
秋
元
ト
ミ
子

（
か
ぼ

ち
ゃ
ポ
タ
ー
ジ
ュ
）
工
藤
米
身
 

（
む
しパ
ン
）
神
島
恵
子

（
潰

物
）
其
田
育
子
（
か
ぼ
ち
ゃ
よ

う
か
ん
）
加
藤
フ
ミ

（あ
ん
入

り
ロ
ー
ル
）
増
田
茂
子

（
か
ぼ

ち
ゃ
バ
ー
グ
）
小
松
テ
イ
（
か

ぼ
ち
ゃ
コ
ロ
ッ
ケ
）
土
岐
和
子
 

（ほ
う
れ
ん
草
の
コ
ロ
ッ
ケ
）
 

竹
内
久
美
子
（
ニ
シ
ン
潰
）
以

上
三
十
点
（

一
一
九
点
応
募
）
 

⑥
水
稲
良
質
多
収
共
励
会
、
最

優
秀
賞

廿
工
藤
繁
勝
、
優
秀
賞

廿
白
川
忠
治
、
中
谷
肇
 

＠
米
麦
質
鑑
定
競
技
 

▼
団
体
の
部
、
金
賞
I
川
倉
転

作
組
合
、
銀
賞
廿
下
蒔
田
転
作

組
合
、
銅
賞
廿
沢
部
転
作
組
合

▼
個
人
の
部
①
工
藤
正
道
②
白

川
兵
蔵
③
中
谷
秀
照
、
中
谷
肇
 

。
お
に
ぎ
り
コ
ン
ク
ー
ル
 
ほ

の
ぽ
の
賞
I
中
村
節
子
、
角
田

み
つ
、
秋
元
と
み
え
 

（第223号・） 	 金木だよ‘J 

ー よい人に心からの一票を 金小6年 中島 由美子 ー 

れ
た
ほ
か
、
お
茶
、
生
け
花
、
 

六
）
。
 ▼
中
学
校
の
部
I
①
岡

ア
マ
チ
ュ
ァ
無
線
の
公
開
運
用
、
 田
淳

一
 
（
金
中三）
②
小
林
光

手
芸
、
藤
工
芸
な
ど
町
民
の
力
 
信
（
金
中
一
）
③
木
下
祐
樹

（
 

作
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
来
 
南

中

一
）
福
井
純
（
金
中
】
）
。
 

館
者
の
評
を
集
め
ま
し
た
。
 

▼
‘
般
の
部
I
の
不
村
治
利
②
 



金木の新名所 
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気、‘ γ媛 
あいにくの雨の中元気にパレード 

金 金 嘉金

木木 瀬木 

金
 
木
 

前
m
 
修
司
（
正
贋
）
神
 
原
 
今
 

輝
彦
（
武
美
 
喜
良
市
 

敏
 

l
J
 

．
 

湖
 

蜘
 

●
 
‘
 

u
プ
 

，

‘
 

・
 
m
 

や
 
．
 

>
U
 

一
 
師
 

《
．
 

b
 
一
 
《
 

噂
，
。早
“

v,
.
"
'
8

き
そ
ギ
‘
》
キ
‘
車
‘
与
“

"
'
l
8
，准
，藤
 

噂
 

気
』
濫
，

・
一
 

("
'
tら
シ‘
●
“
"
"
‘・
“
"
l
 

「
め
 

（
じ
 

》
ま
 
修司ちゃん 

9月291 i生まれ 

体重 3,700g 

神原 前田〕王虞次男 

一
 

《
 

ど
Y8
、
 

金金

木木 

喜
良
市
 

嘉 

瀬 

喜
良
市

中
柏
木

川
 
倉

喜
良
市
 

金
木
俳
句
A篠
）
”
社
（
平川

清
会
長
）
で
、
二
十
五
基
の
句

碑
を
嘉
瀬
観
音
様
に
建
立
し
、
 

十
月
二
十
八
日
、
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た
。
 

除
幕
式
に
は
、
関
係
者
約
四

十
人
が
出
席
。
亡
く
な
っ
た
会

員
の
慰
霊
も
込
め
、
仏
式
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

句
碑
は
、
山
形
産
の
白
然
石

に
会
員
の
最
も
気
に
入
っ
た

一

句
が
刻
ま
れ
た
黒
の
み
か
げ
石

を
埋
め
込
み
、
町
内
を
一
望
で

き
る
位
置
に
ニ
十
五
基
建
立
さ

れ

一
周
約
百
メ
ー
ト
ル
を
「
き

ぬ
た
の
小
道
」
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
 

昭
和
十
九
年
に
結
成
さ
れ
た

同
吟
社
は
、
昔
、
夜
遅
く
ま
で

続
け
ら
れ
た
ト
ン
ト
ン
と
い
う

洗
た
く
物
を
た
た
く
醗

の

音
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
末
長
い
会

の
興
隆
を
願
い
砧
吟
社
と
し
て

発
足
し
た
も
の
で
 
「五
ヒ
五
」
 

秋
の
火
災
予
防
遅
動

（
十月

二
十
二
日
ー
二
十
八
日
）
期
間

中
の
二
十
三
日
、
消
防
団
、
消

防
署
に
よ
る
街
頭
バ
レ
ー
ド
に

金
木
幼
椎
園
幼
年
消
防
ク
ラ
プ

も
参
加
し
、
ポ
ン
プ
車
九
台
を

含
め
総
勢
百
ヒ
十
名
に
L
る
大
 

一P
籍
の
窓
 

十
 
月
 

お
め
で
と
う
 

の
十
七
字
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
 

春
の
新
緑
か
ら
冬
の
ス
キ
ー
 

ま
で
、
四
季
を
通
し
て
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
の
句
碑
は
、
金

木
の
新
し
い
名
所
と
し
て
人
気

を
呼
び
そ
う
で
す
。
 

パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
そ
ろ

い
の
ハ
ッ
ビ
姿
で
街
頭
に
繰
り

出
し
た
園
児
た
ち
は
、
鼓
笛
隊

を
先
頭
に
、
福
長
勝
義
消
防
署

長
手
作
り
の
ま
と
い
を
振
り
、
 

拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
 

松
尾
 
大
志
（
志
郎

田
中
 
珠
李
（

悟

高
松
 
敏
也
（
洋
一

吉
田
 
統
（

斎

津
島
佳
代
子
（
伸
治
 

「
マ
ッ
チ
ー
本
火
事
の
も
と
」
 

と
元
気
な
声
で
火
災
防
止
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
の
呼
び
掛
け

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
喜
良
市
で
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
燃
明
軸（
晦
酔細
耕
 

命
紗
懸
露
炉
晒

霜
美佳
”
露
炉
噛
 

（黙

雄
讐
艶
馴
町

倉
条
数
施
瞬
離
「
 

（
燦
鵬
登
饗
馴
柵
 ボ

ヤ
が
発
生
す
る
ア
ク
シ
デ
ン

ト
も
あ
り
、
団
員
、
署
員
ら
の

車
輔
に
よ
る
バ
レ
ー
ド
を
町
内

円
で
実
施
し
、
啓
発
運
動
を

層
強
化
し
ま
し
た
。
 

命
妙
麟
露
鳴

和
 

（
鐸美
根
＼
醜
翫
瓢
 

お
く
や
み
 

泉
谷
 
幸
見
 

滞
川
 
竹
次
郎
（
7
7
 

桑
田
 
東
太
郎

（8
9
 

原
田
 
ヲ
リ
 
（
8
3
 

田
中
 
照
義
 
（
6
9
 

木
川
 
ャ
サ
 
（
7
5
 

'3 金木だ よ‘J 

一
「
マ
ッ
チ
ー
本
火
事
の
も
と
」
 

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
呼
び
掛
け
 

一
 

津延
島 里 

I) 

ツ 

60 70 70 

― 投票はこの町ささえる松葉づえ 金中1年 新岡 央章 ― 



金木だよ り （4) （第223号） 

一
日
消
防

士
を
体

験
し

て
 

消
防
士
を
体
験
し
て
も
ら

い
防
火
意
識
を
高
め
よ
う

ー
。
と
津
軽
北
部

消
防
事
務
組
合
（
竹

谷
善
朋
消
防
長
）
で

は
、
さ
る
＋
月

ニ
十
六
日
、
管
内
七
中
学
校
の
生
徒
を

対
象
に

一
日
消
防

士
を
開
催
。
金
木
か
ら
も

四
人
の
生
徒
が
参
加
し
、
体
験
を
作
文
に
し

て
も
ら

い
ま
し
た
。
 

金
木
南
中
学
校
「
犀
 
仕
事
。

警
防
と
い
っ
て
、
火
災
 
信
室
の
受
話
器

を
切
ら
な
い
で

鳴
 
海
 
美
保
子
 
が
出
た
場
合
の
原
因
の
調
査
の
 
お

き
さ
え
す
れ
ば
、
相
手
側
に

今
ま
で
の
私
は
、
消
防
署
と
 
仕
事
。

そ
れ
か
ら
救
急
と
い
っ
 

コ
ー
ル
が
鳴
り
響
く
、
と
い
う
 

ーー一＼、～ー 

文
 

隆
 

― 明るい町づくり あなたの一票できまります 南中1年 今 

・

ー
 

」
 

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

だ
か
ら
い
た
ず
ら
電
話
な
ど
で

も
、
ど
こ
か
ら
か
け
て
い
る
の

か
わ
か
る
の
だ
そ
う
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
消
防
署

の
職
員
は
2
4時
間
こ
の
部
屋
で
、
 

電
話
が
あ
っ
た
場
合
の
た
め
に

待
機
し
て
い
る
の
で
す
。
 

次
は
訓
練
で
す
。
消
防
署
の

職
員
の
訓
練
を
見
せ
て
も
ら
い
 

り
っ
所
も
、
消
防
士
と
い
う
職

業
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
又
、
そ
れ
ほ
ど
深
く
知
ろ

う
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

で
も
、
 一
日
消
防
士
を
体
験

し
て
み
て
、
消
防
署
と
い
う
所
、
 

消
防
士
と
い
う
職
業
が
ど
ん
な

に
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
 

ま
ず
消
防
士
の
仕
事
が
意
外

に
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
仕
事
も
簡
単
に
出

来
る
も
の
で
は
な
く
、
毎
日
の

訓
練
が
と
て
も
大
事
な
事
も
理

解
で
き
ま
し
た
。
 

私
達
は
署
内
の
見
学
と
、
仕

事
の
内
容
に
つ
い
て
署
員
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
消
防
署
の

仕
事
に
は
、
予
防
と
い
っ
て
火

災
が
出
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
 

出
入
り
の
多
い
デ
パ
ー
ト
ゃ
劇

場
、
又
危
険
物
の
取
り
扱
い
所

等
の
立
入
検
査
を
行
い
、
消
防

用
設
備
の
管
理
状
況
を
調
べ
る
 

て
、
事
故
が
起
き
て
医
療
を
必

要
と
す
る
場
合
の
救
急
医
療
サ
 

ー
ビ
ス
等
を
す
る
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
消
防
署
で
は
、
常
に
私

違
地
域
住
民
の
健
康
と
生
命
を

守
る
た
め
に
、
日
夜
頑
張
っ
て

い
る
の
で
す
。
た
だ
、
火
災
の

起
き
た
時
は
消
火
し
て
く
れ
、
 

重
病
人
が
出
た
時
は
運
ん
で
く

れ
る
だ
け
の
仕
事
の
よ
う
に
思

っ
て
い
た
私
は
、
本
当
に
感
心

し
、
そ
ん
な
自
分
が
恥
か
し
く

な
る
思
い
で
し
た
。
 

消
防
署
内
の
見
学
を
し
て
、
 

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
の
は
、
 

通
信
室
で
す
。
通
信
室
に
は
、
 

火
災
の
時
電
話
が
入
る
の
で
す

が
、
途
中
で
相
手
側
の
人
が
電

話
を
切
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
通
 
 

ま
し
た
が
、
そ
の
動
作
の
も
の

す
ご
く
速
い
事
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
す
速
く
、
し
か
も
正

確
に
物
事
を
行
う
の
は
、
見
て

い
て
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
も

の
で
し
た
。
 

こ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
訓
練
さ
れ

た
消
防
署
員
で
な
け
れ
ば
出
来

な
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
 

私
達
も
消
火
訓
練
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
い
、
防
火
服
を
着
る
の

も
、
消
火
器
で
少
し
の
火
を
消

す
の
も
実
際
に
や
っ
て
み
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
出
来

ず
訓
練
の
大
切
さ
を
、
実
際
に

火
災
が
起
こ
っ
た
場
合
の
苦
労

が
よ
く
わ
か
り
、
と
て
も
大
変

な
仕
事
な
の
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。
 

一
日
消
防
士
を
体
験
し
て
み

て
、
初
め
て
消
防
署
員
の
苦
労

や
大
切
さ
が
わ
か
り
、
私
逮
住

民

一
人
一
人
が
気
を
付
け
て
、
 

少
し
で
も
火
災
を
少
な
く
す
る

よ
う
に
努
力
し
て
行
か
な
け
れ

ば
、
と
思
い
ま
し
た
。
 

中
学
校
最
後
の
年
に
、
こ
の

よ
っ
な
良
い
体
験
が
出
来
て
、
 

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
体
験
を
今
後
い
ろ
い
ろ
な

面
に
生
か
し
て
、
自
分
も
社
会

に
役
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

金
木
中
学
校
一一
犀
 

白
 
川
 
隆
 
康

ぼ
く
は
、
一
日
消
防
士
を
体

験
し
て
み
て
、
消
防
士
と
い
う

職
業
に
、
難
し
さ
、
そ
し
て
住

民
を
守
る
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
睡
眠
時
間
が
少
な

く
、
た
く
さ
ん
の
仕
事
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
仕
事
の
内
容
は
、
 

消
火
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
の
査
察
の
仕
事
も
あ
る
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。
 

青
森
県
は
、
火
事
の
死
亡
者

が
、
全
国
で
第
三
位
と
い
う
こ

と
を
聞
き
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
 

ぐ
っ
し
て
こ
の
青
森
県
が
三
位

で
あ
る
ガ
か
不
思
議
で
し
た
。
 

そ
の
原
因
は
ま
ず
、
消
防
士
の
 
 人

員
が
少
な
い
こ
と
が

一
番
の

問
題
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
特

に
人
家
が
火
災
に
な
っ
た
場
合
、
 

一
分
で
も
、
 一
秒
で
も
は
や
く

消
火
す
る
た
め
に
は
、
消
防
士

の
数
が
多
い
と
、
は
か
ど
る
か
 

ら
で
す
。
こ
れ
は
、
消
防
士
以

外
の
仕
事
に
も
、
い
え
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
要
求
は
無
理
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も

人
員
を
増
ゃ
し
、
我
々
住
民
を

一
人
で
も
多
く
守
っ
て
く
だ
さ

し
 第

二
に
は
、
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
で
す
が
、
住
民
が
火
災
を

出
さ
な
い
た
め
に
、
火
の
も
と

に
注
意
を
は
ら
っ
て
い
か
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
火

災
発
生
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
 

消
防
署
と
住
民
が
］
体
と
な
っ

て
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

最
後
に
、
 一
日
消
防
士
に
参

加
し
て
、
現
場
に
出
動
す
る
と

き
の
動
作
の
は
や
さ
に
は
、“脱

帽
一
と
い
う
感
じ
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
そ
の
速
さ
を
保
っ
て
、
 

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

消火器による消火訓練むずかしいなあ―。 


